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私の経営理念は４つ。「顧客満足」「社
員満足」「社会貢献」「利益追求」です。
提供する製品・サービスについて、品
質の向上、原価低減など、当社独自の提
案型営業により、お客様の様々なニーズ
に迅速・正確に応えていくことが最も重
要と考えています。
常にお客様から満足していただくため
には、社員の満足度向上が必要です。と
もに働く全ての社員が松本工業グループ
の社員として夢と誇りを持ち、生き生き
と仕事に打ち込める企業でありたいと
願っています。
製造業としての生産活動を支えるもの
は、私どもが生活し働いている地域社会

に対する、適正な納税、環境・資源保全
などの、一企業として当然の貢献・参画
です。
そして、これら全てのことを実現する
ためには、社員一人一人が創造的、かつ
斬新な生産活動に向け、たゆまぬ努力を
し、利益を上げていくことが前提となり
ます。
自動車部品製造業に参入して３０年に
なりますが、厳しい環境の中、他社と比
較されない、自動車メーカ－にとって唯
一無二のビジネスパートナーとなること
を目指しています。合言葉は「チャレン
ジ・オンリー・ワン」です。

当社では自社製品を製造する設備ライ
ンを内製しています。このことにより、
メーカーからのオーダーに対し、より無
駄の少ない、スピード感のある工法を逆
提案することが可能となり、付加価値の
高い製品を提供しています。
また、製造現場改善の手法を、各職場
単位からボトムアップで上げさせ、毎月
発表させる社内提案制度を導入していま
す。１チーム７～８名のメンバーで、毎
月具体的な改善事例とその効果を発表
し、提案数は毎月１００件、累計で１，４００
件になりました。コスト削減はもとよ
り、平均年齢３５歳と若い現場の活性化、

モチベーションの向上に役立っていま
す。
製造ラインの改善運動は、独自の自社
製品の開発につながっています。自動車
部品製造ラインで発生するプレススク
ラップの水平排出システム（ピクシー）
は、そうした改善の積み重ねから生まれ
たオリジナル製品ですが、２００３年度の
「グッドデザイン賞中小企業庁長官特別
賞」を受賞いたしました。
当社の工場はアイデアと工夫の結晶で
す。「人に優しい設備」「熟練工が不要な
設備」により、更なる技術革新と付加価
値向上を目指して参ります。

推薦者コメント�

古村 福岡銀行
北九州営業部長コメント

松本工業さんは、時代変化
の中で、確かな技術に裏打ち
された企画力と先見性を発揮
され、FFGのブランドスロー
ガンにも通じる４つの経営理
念を見事に体現されている、
北九州の企業です。
新連載企画の第一弾に相応
しい企業で、自信を持ってご
紹介させて頂きます。

松本工業 株式会社

事｜業｜概｜要

会 社 名／松本工業株式会社

所 在 地／福岡県北九州市小倉北区三萩野１丁目２番５号

事業内容／自動車部品製造ほか金属加工業

設 立／１９６６年１１月

資 本 金／４８百万円

従業員数／２００名

年 商／５０億円

Ｔ Ｅ Ｌ／０９３‐９２３‐０３８８

Ｆ Ａ Ｘ／０９３‐９２３‐１５２２

Ｕ Ｒ Ｌ／http://www.matsumoto-kk.co.jp代表取締役

松本 茂樹氏

私の経営理念

当社のセールスポイント

〈プレススクラップ水平排出システム〉
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私の経営理念は「お客様第一主義」「企
業と社員の永続的かつ健全な発展」で
す。
私どもの主要なお客様であります地域
の家電専門店・量販店に対し、�豊富な
品揃え�機敏な商品供給�魅力ある価格
で提案 を実践することにより、多様化
する顧客ニーズに適応した商品開発と高
度な情報提供を行うことに最も力を注い
でいます。
また、毎年、営業年度毎の基本理念を
社内に提示しています。

さん かん かん おう

今年度（第３１期）は『三関感王』で
す。この言葉は横浜ブリキのおもちゃ博
物館館長の北原照久氏の言葉にヒントを

得て、私自身が考案した「造語」で、全
社員に対し、何事にも関心を持ち、感動
する気持ちを忘れず、感謝の気持ちを持
とう、という願いを込めています。

せきしょういだい

前期（第３０期）は『積小為大』。大き
いことをしたいと思えば、小さなことを
怠らず勤めなければならない、という二
宮金次郎の言葉です。

よん み いったい

そのほか、『四魅一体』（お客様、メー
カー、社員、会社が一体となって魅力あ

はん ぽ ぜんしん

る商品を提供しよう）や、『半歩前進』
など、自分の言葉でスローガンを考え、
全社一丸となってお客様第一主義に取り
組んでいます。

当社はこの１０年間に激変した家電業
界において、メーカーと家電小売店の隙
間を結ぶ「架け橋の役割」を自負してお
ります。
大手家電メーカーが在庫を持たないビ
ジネスモデルに転換し、地方では臨機応
変でスピーディーな商品調達が難しくな
りました。当社では、町の小売店様が必
要とされる一般家庭電化製品と関連部材
の卸販売において「あそこに行けば商品
がある」という信頼を頂戴しておりま
す。夏場のエアコンや冷蔵庫の故障な
ど、一刻も早い修理・復旧が求められる
ケースでも、きめ細かな品揃えで、迅速

な商品供給が可能です。
また、毎年春・秋の二回、家電販売店
で使用する商品チラシを、当社で作成し
配付しています。これは、当社がすぐに
対応できる商品ラインナップを小売店に
お約束するもので、手間と時間をかけて
売れ筋と価格を調べ上げ、販売店様の拡
販を側面支援しております。そのほか、
最近は工務店さんとタイアップした提案
型営業に注力し、低コストで経済的な床
暖房材「パセロ」など、リフォーム時に
最適な商品をご提供しております。
お客様が喜ぶサービスを自前で提供で
きる。それが当社の強味です。

推薦者コメント�

入江 熊本ファミリー銀行
本店営業部長コメント

当社は、九州全域に販売先
を有する家電製品等の卸売を
生業としています。
当社は、竹中社長のリー
ダーシップのもと、スピード
感のある経営を行っていま
す。特に素晴らしいのは、お
客様の声を大切にしながら、
本業一筋に徹しているところ
です。

株式会社 ケイワード九州

事｜業｜概｜要

会 社 名／株式会社 ケイワード九州

所 在 地／熊本県上益城郡嘉島町上仲間２２７番地１７

事業内容／家電製品及び関連部材商品卸売業

設 立／昭和５４年１月

資 本 金／１０百万円

従業員数／８０人

年 商／５，９８４百万円

Ｔ Ｅ Ｌ／０９６‐２３７‐３６６３

Ｆ Ａ Ｘ／０９６‐２３７‐３６７７

Ｕ Ｒ Ｌ／http://www.kyword.co.jp/代表取締役

竹中 康彦氏

私の経営理念

当社のセールスポイント

23FFG調査月報 2008年6月



h e a r i n g . 0 3

当社は、「確かな感性と優れた技術力
によって地域の発展に貢献していくこ
と」を経営理念としています。
この理念を具現化するのに最も重要な
ことは、日々の業務における「創意工夫」
の積み重ねであり、常に顧客の要望に応
えられるように、一人ひとりが意識を
持って品質向上に取り組むことが、その
ポイントであると思います。
私は、１９６２年に小型運送業から事業
を興し、土木工事業へと展開していきま
した。そして、海に囲まれた地元五島列
島の福江島において地域の産業が発展し
ていくには、港の整備が不可欠であると
いう思いから、港湾土木分野への事業進

出を決意しました。
港湾土木事業へ参入した当初は、浚渫
船など不慣れな特殊船の操作に大変な苦
労をしましたが、機械操作の修得に取り
組む傍ら、既製の船舶や特殊機器類の機
能に改良を加え、これまでの港湾土木事
業にはなかった視点での事業効率化を果
たしました。このように、様々な現場環
境に合わせて作業技術の改善に努めるこ
とにより、数々の事業をこなしてきまし
た。
これからも、当社の特徴である技術力
を柱に、地域社会の発展に貢献していき
たいと考えています。

当社が手がける事業は、橋の架橋工事
から海洋土木工事まで多岐に渡っていま
す。その中で主力としているのは、海洋
土木工事です。
当社の事業のモットーは、環境保全に
配慮しつつ、緻密な計画により安全迅速
な作業を行うことです。港湾整備などの
現場に多い、堅い岩盤や珊瑚礁などを掘
削する作業では、従来、ダイナマイトを
使用していたため、危険性が高く工期も
長くかかっていました。当社では岩盤掘
削用の砕岩棒として、独自の工夫を施し
た坂口式砕岩棒を開発し、あらゆる岩盤
掘削に適した施工を実現しています。こ

のシンプルな工法は安全で環境にやさし
く、様々な現場で活用できます。
海洋での作業は、起重機を備えた特殊
船で砕岩と浚渫を行いますが、当社の特
殊船は、小型で小回りが利くという特徴
を有しています。さらに、起重機に取り
付ける砕岩棒と浚渫グラブの交換も、洋
上にて迅速に行うノウハウを有している
ので、作業に無駄が発生しません。
作業で使用するグラブ式浚渫船、曳
船、台船、土船などは、自社で所有して
おり、こうした機動性を活かしながら、
海洋土木に関わる様々な事業にチャレン
ジして参ります。

推薦者コメント�

岡本 親和銀行
福江支店長コメント

坂口社長は、バイタリティ
溢れる行動力に加え、先見性
に富み創造性豊かで、豊富な
経験に甘んずる事なく常に技
術力の改善、向上に取り組ん
でおられます。今後も、日本
国内に留まらず、海外も含め
更に活躍の場を広げていかれ
るものと確信致します。

株式会社 坂口工業

事｜業｜概｜要

会 社 名／株式会社 坂口工業

所 在 地／長崎県五島市上大津町５３９番地１

事業内容／土木工事、舗装工事、浚渫工事、水道施設工事、
管工事、建築工事、造園工事

設 立／１９７３年７月

資 本 金／５，０００万円

従業員数／７４名

年 商／２０億円

Ｔ Ｅ Ｌ／０９５９‐７２‐２０５３

Ｆ Ａ Ｘ／０９５９‐７４‐３１１４代表取締役

坂口 正廣氏

私の経営理念

当社のセールスポイント
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